
　

小説・エッセイ
俳句ミーツ短歌 堀田 季何 笠間書院 日本ご当地おやつ大全 日本懐かし大全シリーズ編集部 辰巳出版

天神さんが晴れなら 澤田 瞳子 徳間書店 結んでつくるロープ持ち手のバイブル メルヘンアートスタジオ エクスナレッジ

聴こえない母に訊きにいく 五十嵐 大 柏書房 アロマテラピー大全 石田 淳子 成美堂出版

アブソルート・コールド 結城 充考 早川書房 基本調味料で作る体にいいサラダ 齋藤 菜々子 主婦と生活社

うるうの朝顔 水庭 れん 講談社 日本全国地元パン 甲斐 みのり エクスナレッジ

カンヴァスの恋人たち 一色 さゆり 小学館 ムリなくできる！栄養のこと、ちゃーんと考えた毎日おいしい弁当 牧野 直子 朝日新聞出版

危険なふたり 樋口 卓治 幻冬舎 夜廻り猫の雑貨店 深谷 かほる ポプラ社

黒蝶貝のピアス 砂村 かいり 東京創元社 噺家人嫌い 桂 宮治 扶桑社

口訳古事記 町田 康 講談社 「おかえり」と言える、その日まで 中村 富士美 新潮社

心眼 相場 英雄 実業之日本社 懐かしい！楽しい！昭和まちがい探し 成美堂出版編集部 成美堂出版

それでも旅に出るカフェ 近藤 史恵 双葉社 韓国語でＰＥＲＡＰＥＲＡ北海道 趙 恵真 北海道新聞社

時計泥棒と悪人たち 夕木 春央 講談社

白蕾記 佐藤 雫 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 児童書・絵本

話を戻そう 竹本 健治 光文社 三国志が好き！ 渡邉 義浩 岩波書店

光と陰の紫式部 三田 誠広 作品社 やりすぎ昆虫図鑑 岡村 茂 宝島社

魔女の原罪 五十嵐 律人 文藝春秋 へんし～ん！ことばブック 齋藤 孝 小学館

龍のはらわた 吉田 恭教 南雲堂 キュリオとかめの大王 斉藤 洋 講談社

ローズマリーのあまき香り 島田 荘司 講談社 ファミリーマップ おおぎやなぎ ちか 文研出版

私雨邸の殺人に関する各人の視点 渡辺 優 双葉社 ふしぎ草子 富安 陽子 小学館

為せば成る 坂岡 真 双葉社 メダカ姫 堀 直子 ＰＨＰ研究所

ダッドリーくんの１２のおはなし フィリップ  レスナー ＫＴＣ中央出版

実用書 ぞうのこバナ まど みちお 世界文化ワンダーグループ

齋藤孝の大人の教養図鑑 齋藤 孝 講談社 てんぷらぱちぱち まつなが もえ 講談社

「自分の意見」ってどうつくるの？ 平山 美希 ＷＡＶＥ出版 ともだちだもん！ ジュディ  デルトン 世界文化ワンダーグループ

日本の神様と神社の教科書 渋谷 申博 ナツメ社 なつやすみ 麻生 知子 福音館書店

将軍の世紀 上巻・下巻 山内 昌之 文藝春秋 やさいのプールびらき 苅田 澄子 講談社

政治学入門 犬塚 元 有斐閣 ようかいわんさかかわくだり 荒戸 里也子 アリス館

世界で一番やさしい考え方の教科書 榊巻 亮 日経ＢＰ おばけのぷーちゃん（紙しばい） こが ようこ 童心社

考えたくなる数学 植野 義明 総合法令出版

健康寿命をのばす足のケアと正しい歩き方 山岸 茂則 成美堂出版 ＊他多数の図書を入書しています。どうぞご利用下さい。

その１「天国からの宅配便 あの人からの贈り物」 柊 サナカ／著
双葉社

転売人の及川基樹のもとにある日、ご依頼人の遺品を、しかるべき
方のところへお渡しするという天国宅配便の七星がやってくる。荷物
は、以前カメラ転売に手を出し、オークションサイトで取引した尾崎
一義からであった。手紙とレアもののライカと古ぼけたアルバムが中
に入っており、手紙には、尾崎の息子にカメラを譲ろうと思っていた
が十年、連絡が取れない旨が書かれていた。ビジネスチャンス到来と
思った及川は、ライカを転売し相場が上がりきるまで、尾崎の息子捜
しをしてみることにするのであった。

本書は、生前に託された荷物を依頼人に遺品配送を行っている「天
国宅配便」が舞台の４つの連作短編小説です。贈り物に預けた人の想
いも届ける心温まる物語で、本書の前に「天国からの宅配便」も刊行
されており、こちらもオススメです。

その２ 「とことん楽しむサウナの世界」 松永 武／著 日本文芸社

近年、サウナがブームになっていますが、「サウナとはこうあるべ
きだ」という固定観念が醸成されつつある風潮が少し気になると著者
はいいます。

サウナの楽しみ方も入り方もいろいろあり、本書では、「サウナを
楽しむ１０のメソッド」や「サウナの７つの効果」など、サウナを楽
しむための方法やサウナのディープな世界が沢山紹介されています。
その他にも、サウナの種類や入り方も細かく載っています。

今まで自己流で入っていた方も、本書を読んで自分にあったサウナ

の入り方を知り、心身を「整えて」みませんか。

その３ 「ほどなく、お別れです」 長月 天音／著 小学館

葬儀場『板東会館』でホールスタッフのアルバイトをしている大学
生・清水美空。父の高校の同級生が板東会館の社長をしていたことが
きっかけで始めたバイトだったが、今では居心地の良い場所へと変
わっていく。

就活の休職期間を経て半年ぶりにバイトを再開すると、訳ありの葬
儀ばかりを請け負う漆原の担当を手伝うことになり･･･。

【葬儀場】を舞台にしていますが、読後に心が温まる物語です。
本作は続編２冊刊行されています。こちらもどうぞご覧下さい。

おすすめの本 新着図書


